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　流動創生事業が始まってから多くの町外在住者が町内を訪れまし
たが、事業開始 3年目を迎え、定期的に来町される方が増えてき
ています。
　今回ご紹介する米山貴雄さんは大阪府在住。２年前に初めて町内
滞在企画「StopOver」で南越前町を訪れて以来、複数回来町。現在
では月２回程度、週末に大阪から町に来て、畑作業のお手伝いをしています。
　米山さんは「月２回週末に来るというペースですが、回数を重ねると町で生活しているような気持ちも芽生え
てきます。協力隊として活動する友達がいるからという軽い気持ちで訪れるようになりましたが、滞在日数を
重ねることによって観光とはまた違う思い入れになりますね。」と話されました。

活動詳細については流動創生HPおよび流動創生 Facebook ページをご覧ください。
検索 https://www.facebook.com/ryudousousei

■問合せ　観光まちづくり課　☎ 47－8013

多 拠 点 滞 在 者 紹 介 ①

●５月１日付で、地域おこし協力隊を採用しました

門田 和也（27歳）
所属：観光まちづくり課

【プロフィール】 
　埼玉県出身。大学在学中よりお風呂関連の仕事がしたいと考え、
全国でスーパー銭湯を経営する会社に勤め、接客やイベント企画、
調理業務などの施設運営業務に従事してきました。 
【活動内容】 
　移住検討者向けのパンフレット製作や移住検討者の対応など移
住促進事業および、都市と地方の連携で人の流れを作る流動創生
事業に取り組みます。 
【活動の抱負】 
　田舎暮らしを熱望していたところ、東京でのイベントで南越前
町の地域おこし協力隊募集を知り、ぜひ南越前町へ行きたいと考

え、今回地域おこし協力隊として着任させて頂くこととなりました。移住促進においては自身も移住者
ですので、移住者なりの視点を活かして取り組んでいきたいと思います。また流動創生事業においても、
人と地域のマッチングをより大事にされている事業はなかなか他の地域にはないと考えており、都市と
地域の新しい人の流れに貢献できるよう精一杯取り組んでいきます。 
　いろいろとお伺いすることやご協力をお願いすることも多々あるかと思いますが、どうぞよろしくお
願いいたします。 


